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古くて新しい夢の素材-ガラス 

2011.3.1 発行 

 

ガラスは何から出来ている？ 

ガラスの歴史は大変に古く、紀元前 25 世紀頃にメ

ソポタミアの古代遺跡から発見されたガラス玉が世

界最古のガラスといわれていますが（諸説あり）、板

ガラスの歴史となると、製法が確立されたのは 5 世

紀頃といわれています（経済産業省資料より）。い

ずれにしても、大変に歴史のある素材であり、これ

は、ガラスが身近に存在する原料を使用して製造

できる、ということも一翼を担っていると思われま

す。 

一般的なガラスは、珪砂と呼ばれる砂が成分の約

半分を占めています（図表 1）。しかし、珪砂だけで

は溶解するのに 2000℃近い熱が必要となるため、

低い温度で珪砂が溶けるようにソーダ灰を、ガラス

内に発生する気泡を消すために白雲石を、そして

ガラスが水に溶けないようにするために石灰石を

加え、成型します。またガラスは、その 15%を一度

使用したガラスの再利用で占めていて、優秀なリサ

イクル製品でもあるのです。このような原料で製造

されたガラスは ①光を通す ②硬い ③薬品など

化学的に強い ④熱に強い ⑤形状を自由に作れ

る ⑥電気を通さない ⑦ガスを通さない、など

様々な機能を持ち合わせています。 

日本におけるガラスメーカーは、旭硝子、日本板

硝子、セントラル硝子、日本電気硝子などがありま

す。ただし、製造しているガラスや強みとしている

ガラスが各社それぞれ違っています。一口に「ガラ

ス」と言っても、びん・グラス、自動車用、建築用、

LCD 用、太陽電池用、携帯端末用、光通信用な

ど様々な用途がありますので、主なものを順番に

見ていくことにします。 

（図表 1） ガラスの成分分析 
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出所: 日本板硝子公表資料より明治安田アセットマネジメント作成 

 

ガラスの用途－自動車・建築物 

まず、自動車用ガラスについて見てみましょう。自

動車用ガラスは主にフロントガラスに使われる「合

わせガラス」と、リヤやサイドに使われ普通のガラス

の 3-5 倍の強度を持った「強化ガラス」の他に、紫

外線や熱暑感を低減させる「UV&IR カットガラス」、

「ガラスアンテナ」、「撥水性ガラス」、「調光ガラス」、

「防曇ガラス」、「防犯ガラス」など多種多様です。

複雑多様化している自動車のボディーに沿った美
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しい流線型にカットできることと、ガラスを通した世

界が全く歪みなく見えることが自動車用ガラスの基

本ですが、近頃では全天候下での普遍的使用感

や燃費を向上させる機能など、ガラスに対する要

求が高くなってきています。 

次に建築用ガラスです。住宅、オフィスビル、公共

施設など様々な建造物に使われています。建築用

ガラスはその性質上、防火、防犯、防音の役割を

果たすという絶対的な要求を満たしていなければ

なりません。これに加え、近年では断熱・遮熱に優

れた環境にやさしいガラスも製造されるようになりま

した。エコに敏感な欧州では新築物件への断熱ガ

ラスの設置が義務付けられており、特に Low-E 複

層ガラスと呼ばれるエネルギー効率の優れたガラ

スの導入が進んでいます。また、既存住宅への普

及率も、英国で 2.8%、EU13 カ国で 10.2%、米国

では 48.0%と大変高くなっています（板硝子協会よ

り）。日本の既存住宅への普及率は 0.3%とかなり

遅れていますが、住宅エコポイントの導入により

徐々に広まりを見せ始めています。板硝子協会の

調べでは、新築マンション向けの普及率は、平成

18 年度の 1.7%から平成 21 年度では 5.6%まで、

新築一戸建では平成 18 年度の 29.2%から平成

21 年度の 43.3%まで増加していることが分かって

います。 

これら自動車用ガラスと建築用ガラスは板ガラスと

して分類されます。図表 2 にあるように、グローバ

ルで見た場合には地域によってシェアがそれぞれ

違っていますが、概ね日本企業は各地域において

大変健闘していることが分かります。これは、高い

技術力もさることながら、旭硝子はグラバーベル

（ベルギー）を、日本板硝子はピルキントン（イギリ

ス）を 100%子会社化しており、また、セントラル硝

子はサンゴバン（フランス）と業務提携を結ぶなど、

各社、国際戦略を積極的に展開していることが背

景となっています。 

（図表 2） 世界の板ガラスシェア 

 

ガラスメーカー 日本 欧州 北米 南米 アセアン

旭硝子 37% 20% 9% 40%

日本板硝子 30% 19% 16% 41% 19%

Saint-Gobain 28% 23%

Sisecam 13%

Guardian 12% 27% 31% 11%

PPG 24%

Cardinal 16%

Multiglass 17%

セントラル硝子 33%

その他 8% 8% 5% 13%

合計 100% 100% 100% 100% 100%

注） 赤字は各地区でシェア 1 位 2 位       

出所: 日本板硝子公表資料より明治安田アセットマネジメント作成 

 

 

ガラスの用途－LCD テレビ・PC  

次に LCD 用ガラスについて見てみましょう。ガラス

の供給先はパネルメーカーになるので、板ガラスと

は随分違って、供給地域は日本、韓国、台湾、中

国と偏っています。 

（図表 3） LCD 用ガラスのユーザー別シェア 
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出所: Display Search 公表資料より明治安田アセットマネジメント

作成 

LCD 用ガラスの供給企業は世界で、Corning(米
国、SCP(Samsung Corning Precision: 韓国)を
含む)、旭硝子、日本電気硝子、AvanStrate(日本
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板硝子と HOYA の合弁会社として 1991 年に設立、

現在はカーライルグループと HOYA が出資)の 4
社のみで、シェアはそれぞれ、約 50％、約 25％、

約 20％、約 5%となっています。図表 3 から旭硝子

はほぼ満遍なく供給しているものの台湾メーカー

へのウエイトが高く、NEG(日本電気硝子)は韓国

メーカーへのウエイトが高いことが分かります。 

さて、この LCD 用ガラスの製造方法は、旭硝子が

用いているフロート法とそれ以外の 3 社が用いて

いるフュージョン法の 2 種類あります。両者間の違

いは、フロート法は溶融炉で溶かされたガラス素地

を、床と平行に、板状で溶融スズの上に浮かべ、

自重、表面張力などのバランスによって成形します

が、フュージョン法はガラス素地をローラーで下方

に引っ張りながら板状に成形する点にあります。フ

ロート法のメリットは、ガラス板を長く取れることから、

大型化に適しているという点です。一方で、表面に

できる僅かな歪みを研磨する必要があるというデメ

リットがあります。この研磨には、レアメタルであるセ

リウムを使用するのですが、昨年は価格が高騰し、

企業の業績へ負担となるのではないかと懸念され

ました。しかし、セリウムの使用量を減らしたり再生

利用したりするなどの企業努力によって、大きな影

響を受けずに済み、今後も業績にネガティブに働

く要因になることはないと思われます。一方で、フ

ュージョン法のメリットは、研磨が不要なためコスト

が抑えられることと、ガラスの薄型化への対応が相

対的に優位であるという点です。ガラスの厚さは、

現在テレビ向けなどには 0.7mm が主流となってい

ま す が 、 端 末 の 軽 量 化 ・ 小 型 化 に 合 わ せ て

0.5mm など更に薄い製品が求められています。 

日本では 2004 年まではブラウン管（CRT）テレビ

が液晶（LCD）テレビより多く生産されていましたが、

その後の液晶テレビの急成長により、日本をはじ

めとする先進国では、液晶へのリプレイス需要がほ

ぼ一巡しました。これにより日本における CRT 生

産は今年度中にはほぼゼロになると思われます。

今後のテレビ向けの基板ガラスは新興国のリプレ

イス需要と、先進国並みの普及率 100%以上を目

指していく局面となると考えられ、益々LCD 用ガラ

スの需要は高まると予想しています。一方でガラス

メーカーは市場動向を睨みながら需給バランスを

適切に保ち、値崩れを防いでいます。これに加え

て、製造方法や市場の特殊性、生産効率の改善

などによって LCD 用ガラスの利益率は大変高く、

各社の収益源となっています。今後も新窯を設立

したり、稼動ラインを一時的に止めたりしながら、需

給バランスをタイトに維持していくと推測されます。 

 

ガラスの用途－携帯端末 

先日旭硝子がカバーガラスへの本格参入を発表し

ました。「Dragontrail」という商品名でスマートフォ

ン、タブレット PC、テレビなどのカバーガラスを製

造し、2012 年の売上げとして 300 億円を目指すと

しています。競合の Corning は同じく「Gorilla」ガ

ラスという商品名で既に販売を開始しており、2012
年には$10 億（2009 年実績は$0.8 億）の売上げま

で急拡大させる計画を発表しています。図表 4 で

示したスマートフォンの成長スピードを見ると、各社

のカバーガラスの生産計画には納得させられます。

これらのガラスは LCD 用ガラスのラインをそのまま

使用することが出来るため、新たな設備投資が不

要で迅速な切替が可能なことから、今後この分野

のガラスの成長は急速に展開することになりそうで

す。 
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（図表 4） 世界のスマートフォン販売台数 
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出所： Gartner 公表資料より明治安田アセットマネジメント作成 

 

ガラスの用途－太陽電池 

太陽電池システムの容量は年々増加し続け、今後

も年率 30%弱の成長が見込まれるとも言われてい

ます。そのような市場に、ガラスはどのように関わっ

ているのでしょうか？ 

屋外に設置され、汚れや風雨にさらされる太陽電

池の表面は、シリコン（発電させる半導体の役目を

担う）を保護するためのカバーが必要となります。こ

の時、より多くの太陽光を吸収するために、高透過

率と低反射性という性質が必要となることから、ガラ

スが用いられているのです。この太陽電池用ガラス

には結晶シリコン型と薄膜シリコン型の 2 種類があ

ります。一般的に結晶シリコン型はその構造や製

造法などから、現状では薄膜シリコン型に比べ利

益率は高くありません。しかし、旭硝子では通常の

ガラスよりも鉄分比率が低く（低反射）、透明度が高

い白板ガラスを用いて光の透過率を向上させ、更

にシリコン保護強化のため特殊な熱処理を施して

います。これにより付加価値の高い、極めて高品

質でハイスペックなカバーガラスの製造が可能とな

っているのです。一方で薄膜シリコン型はTCO（透

明導電膜）をコーティングしたガラスで、変換効率

を高めることができ、単なるカバーガラスと違って電

極の役割も果たしていることから、高付加価値品と

なっています。現在のところ、旭硝子と日本板硝子

の両社とも TCO ガラスを製造していますが、日本

板硝子が一貫製造行程の特許を持ち、世界シェア

70％を誇っています。 

 

 

ガラスのこれから 

これまで見てきたように、私たちの生活の様々なシ

ーンで使用されているガラスは、その特性を生かし

今以上に多くの需要を産むと思われます。紀元前

から存在するガラスが今や最先端技術には欠かせ

ない素材へと成長を遂げました。今後も日本発の

高度な技術力は、この夢の素材「ガラス」を進化さ

せ続けていくことでしょう。 

 
国内株式運用部調査担当 リサーチ･アナリスト 
(建設、ガラス･土石、金属製品担当) 
笹原 雅子

当資料は、ホームページ閲覧者の理解と利便性向上に資するための情報提供を目的としたものであり、投資勧誘や売買推奨を

目的とするものではありません。また、当サイトの内容については、当社が信頼できると判断した情報および資料等に基づいて

おりますが、その情報の正確性、完全性等を保証するものではありません。これらの情報によって生じたいかなる損害について

も、当社は一切の責任を負いかねます。 

4/4 


	ガラスは何から出来ている？ 
	ガラスの用途－自動車・建築物 
	ガラスの用途－LCDテレビ・PC  
	ガラスの用途－携帯端末 
	ガラスの用途－太陽電池 
	ガラスのこれから 


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /JPXEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG2000
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


